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【国際特許分類】
   Ｇ０３Ｇ   9/087    (2006.01)
   Ｇ０３Ｇ  15/20     (2006.01)
   Ｇ０３Ｇ   9/08     (2006.01)
【ＦＩ】
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   Ｇ０３Ｇ  15/20    ５１０　
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【手続補正書】
【提出日】平成23年3月28日(2011.3.28)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　像保持体上に潜像を形成する潜像形成工程と、該潜像を少なくとも結晶性ポリエステル
を含むトナーを含有する現像剤によりトナー像に現像する現像工程と、得られたトナー像
を記録媒体上に転写する転写工程と、転写されたトナー像を定着手段により記録媒体に定
着する定着工程と、を有し、且つ下記〔条件１〕～〔条件３〕を満たすことを特徴とする
画像形成方法。
　〔条件１〕
　前記結晶性ポリエステルは、酸成分としてＨＯＯＣ－（ＣＨ２）８－ＣＯＯＨおよびＨ
ＯＯＣ－（ＣＨ２）１０－ＣＯＯＨから選ばれる少なくとも１種と、アルコール成分とし
てＨＯ－（ＣＨ２）６－ＯＨおよびＨＯ－（ＣＨ２）９－ＯＨから選ばれる少なくとも１
種と、を用いて反応させたポリエステル樹脂であり、且つ示差走査熱量測定による融点が
６７℃以上７５℃以下である。
　〔条件２〕
　前記トナーは、結着樹脂として前記結晶性ポリエステルを３質量％以上９質量％以下含
有する。
　〔条件３〕
　形成された定着画像について測定されたＤＳＣスペクトルにおいて、ＤＳＣ測定１回目
の昇温スペクトルが５７℃以上７３℃以下の範囲に極小値Ｍ１を有し、Ｍ１におけるベー
スラインから極小値までのスペクトル強度（深さ）の絶対値をＭ１ｐとし、
　また、ＤＳＣ測定２回目の昇温スペクトルが５７℃以上７３℃以下の範囲に極小値Ｍ２
を有し、Ｍ２におけるベースラインから極小値までのスペクトル強度（深さ）の絶対値を
Ｍ２ｐとしたとき、
　前記Ｍ１ｐとＭ２ｐとが下記式（１）および式（２）の関係を満たす。
　　式（１）　１．５×Ｍ１ｐ≦Ｍ２ｐ≦５×Ｍ１ｐ
　　式（２）　５０（ｍＷ／ｇ）≦Ｍ２ｐ≦１５０（ｍＷ／ｇ）
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【請求項２】
　前記トナー中におけるジルコニウム元素の含有量が０．００１質量％以上１．０質量％
以下であり、
　前記定着手段が、少なくとも加熱部材と加圧部材とを有し、前記加熱部材が、前記加圧
部材との接触領域において下側を形成する配置であると共に、前記記録媒体が定着された
画像面を下向きにして排出されることを特徴とする請求項１に記載の画像形成方法。
【請求項３】
　前記定着手段が少なくとも加熱部材を有し、該加熱部材の定着の際の温度が１９０℃以
上２４０℃以下であることを特徴とする請求項１または２に記載の画像形成方法。
【請求項４】
　前記トナーが少なくとも離型剤を含有し、
　前記結晶性ポリエステルの融点をＴｃ（℃）と、前記離型剤の融点をＴｗ（℃）と、し
た場合に、下記式（３）を満たし、
　前記トナー中における結晶性ポリエステルの含有量をＡｃと、離型剤の含有量をＡｗと
、した場合に、下記式（４）を満たすことを特徴とする請求項１～請求項３の何れか１項
に記載の画像形成方法。
　　　　式（３）　Ｔｃ－１０≦Ｔｗ≦Ｔｃ＋３０
　　　　式（４）　Ａｗ×０．４≦Ａｃ≦Ａｗ×０．９
【請求項５】
　像保持体上に潜像を形成する潜像形成手段と、該潜像を少なくとも結晶性ポリエステル
を含むトナーを含有する現像剤によりトナー像に現像する現像手段と、得られたトナー像
を記録媒体上に転写する転写手段と、転写されたトナー像を記録媒体に定着する定着手段
と、を有し、且つ下記〔条件１〕～〔条件３〕を満たすことを特徴とする画像形成装置。
　〔条件１〕
　前記結晶性ポリエステルは、酸成分としてＨＯＯＣ－（ＣＨ２）８－ＣＯＯＨおよびＨ
ＯＯＣ－（ＣＨ２）１０－ＣＯＯＨから選ばれる少なくとも１種と、アルコール成分とし
てＨＯ－（ＣＨ２）６－ＯＨおよびＨＯ－（ＣＨ２）９－ＯＨから選ばれる少なくとも１
種と、を用いて反応させたポリエステル樹脂であり、且つ示差走査熱量測定による融点が
６７℃以上７５℃以下である。
　〔条件２〕
　前記トナーは、結着樹脂として前記結晶性ポリエステルを３質量％以上９質量％以下含
有する。
　〔条件３〕
　形成された定着画像について測定されたＤＳＣスペクトルにおいて、ＤＳＣ測定１回目
の昇温スペクトルが５７℃以上７３℃以下の範囲に極小値Ｍ１を有し、Ｍ１におけるベー
スラインから極小値までのスペクトル強度（深さ）の絶対値をＭ１ｐとし、
　また、ＤＳＣ測定２回目の昇温スペクトルが５７℃以上７３℃以下の範囲に極小値Ｍ２
を有し、Ｍ２におけるベースラインから極小値までのスペクトル強度（深さ）の絶対値を
Ｍ２ｐとしたとき、
　前記Ｍ１ｐとＭ２ｐとが下記式（１）および式（２）の関係を満たす。
　　式（１）　１．５×Ｍ１ｐ≦Ｍ２ｐ≦５×Ｍ１ｐ
　　式（２）　５０（ｍＷ／ｇ）≦Ｍ２ｐ≦１５０（ｍＷ／ｇ）
【請求項６】
　前記トナー中におけるジルコニウム元素の含有量が０．００１質量％以上１．０質量％
以下であり、
　前記定着手段が、少なくとも加熱部材と加圧部材とを有し、前記加熱部材が、前記加圧
部材との接触領域において下側を形成する配置であると共に、前記記録媒体が定着された
画像面を下向きにして排出されることを特徴とする請求項５に記載の画像形成装置。
【請求項７】
　前記定着手段が少なくとも加熱部材を有し、該加熱部材の定着の際の温度が１９０℃以



(3) JP 2009-237156 A5 2011.5.12

上２４０℃以下であることを特徴とする請求項５または６に記載の画像形成装置。
【請求項８】
　前記トナーが少なくとも離型剤を含有し、
　前記結晶性ポリエステルの融点をＴｃ（℃）と、前記離型剤の融点をＴｗ（℃）と、し
た場合に、下記式（３）を満たし、
　前記トナー中における結晶性ポリエステルの含有量をＡｃと、離型剤の含有量をＡｗと
、した場合に、下記式（４）を満たすことを特徴とする請求項５～請求項７の何れか１項
に記載の画像形成装置。
　　　　式（３）　Ｔｃ－１０≦Ｔｗ≦Ｔｃ＋３０
　　　　式（４）　Ａｗ×０．４≦Ａｃ≦Ａｗ×０．９
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】発明の名称
【補正方法】変更
【補正の内容】
【発明の名称】画像形成方法および画像形成装置
【手続補正３】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００１
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００１】
　本発明は画像形成方法および画像形成装置に関する。
【手続補正４】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００６
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００６】
　前述の通り画像保存性は、記録媒体上に形成された画像において重要な特性である。画
像保存性としては、画像同士を重ね合わせて保管した際に、画像が劣化したり、画像同士
が接着してしまう問題が挙げられる。
　特に印刷用途では、印刷物に目印として栞（しおり）を挟んで保存する場合があり、局
所的に高い荷重が加わるため、画像劣化が促進されやすくなる。特に、金属製の栞を用い
る場合、栞自体が非常に硬いため画像への影響が大きく、例えば１ヶ月以上等の長期間高
い荷重が加わると、栞の部分だけ画像の光沢が変化してしまうという問題が生じる。
　そのため、優れた画像保存性を実現する観点から、画像強度に優れた画像を形成するこ
とができる画像形成方法および画像形成装置が求められていた。
【手続補正５】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００７
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００７】
　即ち本発明は、画像強度に優れた画像を形成することができる画像形成方法および画像
形成装置を提供することを目的とする。
【手続補正６】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００８
【補正方法】変更
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【補正の内容】
【０００８】
　上記課題は、以下の本発明により達成される。
　即ち、請求項１に係る発明は、
　像保持体上に潜像を形成する潜像形成工程と、該潜像を少なくとも結晶性ポリエステル
を含むトナーを含有する現像剤によりトナー像に現像する現像工程と、得られたトナー像
を記録媒体上に転写する転写工程と、転写されたトナー像を定着手段により記録媒体に定
着する定着工程と、を有し、且つ下記〔条件１〕～〔条件３〕を満たすことを特徴とする
画像形成方法である。
　また、請求項５に係る発明は、
　像保持体上に潜像を形成する潜像形成手段と、該潜像を少なくとも結晶性ポリエステル
を含むトナーを含有する現像剤によりトナー像に現像する現像手段と、得られたトナー像
を記録媒体上に転写する転写手段と、転写されたトナー像を記録媒体に定着する定着手段
と、を有し、且つ下記〔条件１〕～〔条件３〕を満たすことを特徴とする画像形成装置で
ある。
　〔条件１〕
　前記結晶性ポリエステルは、酸成分としてＨＯＯＣ－（ＣＨ２）８－ＣＯＯＨおよびＨ
ＯＯＣ－（ＣＨ２）１０－ＣＯＯＨから選ばれる少なくとも１種と、アルコール成分とし
てＨＯ－（ＣＨ２）６－ＯＨおよびＨＯ－（ＣＨ２）９－ＯＨから選ばれる少なくとも１
種と、を用いて反応させたポリエステル樹脂であり、且つ示差走査熱量測定による融点が
６７℃以上７５℃以下である。
　〔条件２〕
　前記トナーは、結着樹脂として前記結晶性ポリエステルを３質量％以上９質量％以下含
有する。
　〔条件３〕
　形成された定着画像について測定されたＤＳＣスペクトルにおいて、ＤＳＣ測定１回目
の昇温スペクトルが５７℃以上７３℃以下の範囲に極小値Ｍ１を有し、Ｍ１におけるベー
スラインから極小値までのスペクトル強度（深さ）の絶対値をＭ１ｐとし、また、ＤＳＣ
測定２回目の昇温スペクトルが５７℃以上７３℃以下の範囲に極小値Ｍ２を有し、Ｍ２に
おけるベースラインから極小値までのスペクトル強度（深さ）の絶対値をＭ２ｐとしたと
き、前記Ｍ１ｐとＭ２ｐとが下記式（１）および式（２）の関係を満たす。
　　式（１）　１．５×Ｍ１ｐ≦Ｍ２ｐ≦５×Ｍ１ｐ
　　式（２）　５０（ｍＷ／ｇ）≦Ｍ２ｐ≦１５０（ｍＷ／ｇ）
【手続補正７】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００９
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００９】
　請求項２に係る発明は、
　前記トナー中におけるジルコニウム元素の含有量が０．００１質量％以上１．０質量％
以下であり、前記定着手段が、少なくとも加熱部材と加圧部材とを有し、前記加熱部材が
、前記加圧部材との接触領域において下側を形成する配置であると共に、前記記録媒体が
定着された画像面を下向きにして排出されることを特徴とする請求項１に記載の画像形成
方法である。
　また、請求項６に係る発明は、
　前記トナー中におけるジルコニウム元素の含有量が０．００１質量％以上１．０質量％
以下であり、前記定着手段が、少なくとも加熱部材と加圧部材とを有し、前記加熱部材が
、前記加圧部材との接触領域において下側を形成する配置であると共に、前記記録媒体が
定着された画像面を下向きにして排出されることを特徴とする請求項５に記載の画像形成
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装置である。
【手続補正８】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１０
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１０】
　請求項３に係る発明は、
　前記定着手段が少なくとも加熱部材を有し、該加熱部材の定着の際の温度が１９０℃以
上２４０℃以下であることを特徴とする請求項１または２に記載の画像形成方法である。
　また、請求項７に係る発明は、
　前記定着手段が少なくとも加熱部材を有し、該加熱部材の定着の際の温度が１９０℃以
上２４０℃以下であることを特徴とする請求項５または６に記載の画像形成装置である。
【手続補正９】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１１
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１１】
　請求項４に係る発明は、
　前記トナーが少なくとも離型剤を含有し、前記結晶性ポリエステルの融点をＴｃ（℃）
と、前記離型剤の融点をＴｗ（℃）と、した場合に、下記式（３）を満たし、前記トナー
中における結晶性ポリエステルの含有量をＡｃと、離型剤の含有量をＡｗと、した場合に
、下記式（４）を満たすことを特徴とする請求項１～請求項３の何れか１項に記載の画像
形成方法である。
　また、請求項８に係る発明は、
　前記トナーが少なくとも離型剤を含有し、前記結晶性ポリエステルの融点をＴｃ（℃）
と、前記離型剤の融点をＴｗ（℃）と、した場合に、下記式（３）を満たし、前記トナー
中における結晶性ポリエステルの含有量をＡｃと、離型剤の含有量をＡｗと、した場合に
、下記式（４）を満たすことを特徴とする請求項５～請求項７の何れか１項に記載の画像
形成装置である。
　　　　式（３）　Ｔｃ－１０≦Ｔｗ≦Ｔｃ＋３０
　　　　式（４）　Ａｗ×０．４≦Ａｃ≦Ａｗ×０．９
【手続補正１０】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１２
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１２】
　請求項１または５に係る発明によれば、式（１）および式（２）を満たさない場合に比
べ、画像強度に優れた画像を形成することができる。
【手続補正１１】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１３
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１３】
　請求項２または６に係る発明によれば、本構成を有しない場合に比べ、より画像強度に
優れた画像を形成することができる。
【手続補正１２】
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【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１４
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１４】
　請求項３または７に係る発明によれば、加熱部材の温度を考慮しない場合に比べ、より
画像強度に優れた画像を形成することができる。
【手続補正１３】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１５
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１５】
　請求項４または８に係る発明によれば、式（３）および式（４）を満たさない場合に比
べ、より画像強度に優れた画像を形成することができる。
【手続補正１４】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１６
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１６】
　以下、本発明の好ましい実施形態について詳細に説明する。
　本実施形態に係る画像形成方法は、像保持体上に潜像を形成する潜像形成工程と、該潜
像を少なくとも結晶性ポリエステルを含むトナーを含有する現像剤によりトナー像に現像
する現像工程と、得られたトナー像を記録媒体上に転写する転写工程と、転写されたトナ
ー像を定着手段により記録媒体に定着する定着工程と、を有し、且つ下記条件［１］～条
件［３］を満たすことを特徴とする。
　本実施形態に係る画像形成装置は、像保持体上に潜像を形成する潜像形成手段と、該潜
像を少なくとも結晶性ポリエステルを含むトナーを含有する現像剤によりトナー像に現像
する現像手段と、得られたトナー像を記録媒体上に転写する転写手段と、転写されたトナ
ー像を記録媒体に定着する定着手段と、を有し、且つ下記条件［１］～条件［３］を満た
すことを特徴とする。
【手続補正１５】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００２０
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００２０】
　トナー中に含有される結晶性ポリエステル（結晶性樹脂）は、温度に対してシャープに
溶融するものの、融点と凝固点とにヒステリシスがあるため、一旦溶融した後固化するま
でに時間がかかることが知られている。そのため、定着後に結晶性樹脂が充分に固化して
いない状態では画像強度が不十分であり、例えばこの状態のまま栞を挟んで保存する場合
などには、充分に固化していない結晶性樹脂がゆっくりと変形することで画像光沢度が変
化してしまうという問題があった。
　本実施形態に係る画像形成方法および画像形成装置は、上記式（１）および式（２）を
満たしていることから、トナー中に含有される結晶性ポリエステルの結晶化が良好に促進
された画像が形成される。
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